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今日も地域で頑張っています！！ 
～いつも各地の大会会場で頑張って審判している方々を紹介します～ 

2019年2月2日（土）千葉県ユース（U-13）サッカー選手権大会 

～フクダ電子スクエア人工芝～ 

 

 

千葉県内では様々な大会が開催されていますが、そこで日頃から活躍している審判の方々にスポットを当てて取材しました。

今回は千葉県ユース（U-13）選手権大会において、県の派遣審判員として頑張っている皆さまにインタビューをしました。 

 

①：氏名（敬称略）  ②：審判歴  ③：審判になったきっかけは？   

④：審判活動で印象に残っていること  ⑤：これだから審判は辞められない審判の魅力とは？ 

 

 

 

① ： 岩渕 高広（いわぶち たかひろ） 

② ： 12年になります。 

③ ： 子供が少年団でサッカーを始めたこともり、そのお手伝いができればというの

がきっかけです。 

④ ： 正直なところ、割当をいただくようになった現在でも、キックオフの笛を吹くま

で緊張しまくりは変わりませんが、初めてチームの帯同で４種の県大会に主審を

務めた時に、何もなく無事に試合終了の笛が吹けたことでしょうか。 

⑤ ： やはり、ジュニアの試合で主審をした子供たちが、その後、ジュニアユース、

ユースと上がって、再び試合で出会うことができた際に、覚えていてもらえると

本当にほんと嬉しいです。審判の立場でも育成に関われているんだという意味

で。 

 

① : 遠藤 裕司（えんどう ゆうじ） 

② : 2006年に4級を取得、2012年に3級を取得し、今年で14年目となります。 

③ : 子供が所属したサッカークラブで帯同審判員が必要になり、審判資格を取

得したのがきっかけです。 

④ ： 全国から強豪校が参加する招待試合の審判で、予選から全国大会レベル

の熱い試合が繰り広げられ、間近で素晴らしい試合を体感でき、興奮したの

を今でも覚えています。その後、審判担当した試合の強豪校が高校サッカー

選手権の全国大会に出場され、また多くの選手たちが他大会や進学先、進

路先で活躍しているのをテレビや雑誌等で拝見した時は、嬉しかったです。 
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⑤ ： どの種別の試合でも毎回緊張感を持って臨んでいますので、特に難しい試合を終えた時は、最高の達成感

が得られますし、チームスタッフや選手から感謝のお言葉を頂いた時は、また次の試合の審判も頑張ろうと思い

ます。しかし、時には失敗をしてしまい、自信を無くして落ち込んでしまう事もあります。そんな時、審判員仲間

の助けやアドバイスを頂くと勇気が湧き、気持ちの切り替えができます。そんな審判員仲間がいる限り審判を続

けて行きたいと思います。 

 

 

 

① ： 西島 克久（にしじま かつひさ） 

② ： 2004年から活動を開始し、今年で15年になります。 

③ ： 息子が小学生の時に習志野市の向山イレブンに所属したことから、お父さ

んコーチと審判活動を始めました。 

④ ： 毎回レフェリングの内容には反省点がありますが、それでも今までより少し

ずつ上達してきたと思える時や、いいレフェリングが出来たときです。 

⑤ ： 試合前の緊張感と試合後の達成感です。 

 

 

 

① ： 浅賀 達也（あさか たつや） 

② ： 忘れましたが、3級になってから10年ぐらい？  

③ ： 少年チームのサッカーの指導者をしていました。あるチームと練習試合をした

時に動きがどうしても気になる選手がいてピッチに立って見たいと思い審判をや

らせてもらったのがきっかけです。 

④ ： 選手からナイスジャッジとお世辞でも言われた事(笑) 

⑤ ： 年だからプレーヤーとしては無理だけど、若い選手と共に審判としてピッチに

立ち、一緒にサッカーを楽しめるところかな？ 

 

① ：  山本 凌（やまもと りょう） 

② ： 2016年の4月に4級、10月に3級と取得しました。今年で3年目になります。 

③ ： 高校時代に県リーグの副審をチームから出さないといけなく、審判の資格が

必要だったため4級を取りました。 

④ ： ユース育成勉強会を初めとして、たくさんのインストラクターの方々にアドバイスをい

ただいたことです。 

⑤ ： もちろん完璧ではないですが、1試合終わるごとに感じる達成感が私にとっての辞

められない審判の魅力だと思います。 

 

 

 

 

① ： 安藤 学（あんどう がく） 

② ： 約7年 

③ ： 子供が所属する地元サッカークラブのコーチを始めて審判資格を取

得しました。 

④ ： 試合終了後、選手から「ナイス ジャッジ！！」という声をいただいたこ

と（覚えているくらい、その数は多くないですが（笑）） 

⑤ ： 選手達の素晴らしいプレーを一番近くで感じれること、いいゲームに

関われた時の充実感！！ 
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① ： 長田 晃（おさだ あきら） 

② ： 約14年です。 

③ ： 息子がサッカークラブに入って付き添いで試合を見ているうちに審判をしてみ

たくなりました。 

④ ： なかなかないことですが、試合終了後に両チームの選手達に「ナイス審判」と言

われたことです。 

⑤ ： 試合なので勝ち負けがあり毎回ドキドキですが、選手が魅せてくれる驚くような

プレーを一番近くで見せてもらえることです。 

 

 

① ： 土橋 啓次郎 (つちはし けいじろう) 

② ： 8年です。 

③ ： 所謂「お父さんコーチ」です。息子が地元のクラブチームに入り、クラブか

ら審判資格を取るように勧められて、というコースです。 

④ ： 試合中ではなく、試合後のことになりますが、先輩やアセッサーの方々

が、気になったことを優しく丁寧に教えてくださり、こちらからの質問には的

確に回答してくださるという、ありがたさを常々感じています。千葉県以外は

知りませんが、千葉県の審判員・指導員の方々は本当に優しいです。 

⑤ ： 大きく2つあります。ひとつ目は、主審・副審・4thの任務に関係なく、どん

な試合でも必ず反省したり、勉強になることがあり、それが少しずつ、確実

な進歩につながっていると感じられることです。もう一つは、ひどい判定をし

てチームからボロクソ言われたときは、それはそれで猛省し、うまくゲームを

コントロールできて選手から「ナイスレフェリー」と労をねぎらわれたときは心

地よい気分になります。この両極端な「刺激」も大きな魅力です。引退を勧告されるまで辞められないと思います。 

 

 

 

 

① ： 松川将久（まつかわ ゆきひさ） 

② ： 約4年（2度、資格の失効をしていますが、その時期も含めれば約7年） 

③ ： 始めは、大学のサッカー部で審判資格を取る必要があったため審判

になりました。すぐに資格を失効しましたが、指導に携わるようになり、また

審判をするようになりました。それから身近な人に誘われ、仕事にも生きると

思い、本格的に取り組むようになりました。 

④ ： 大学生の頃に、微熱があったにもかかわらず、リーグ戦に90分間出場

をしてから、90分間副審をしたことです。今でも「あの時は若かったな」と自

分で感心することがあります（笑） 

⑤ ： 一つは、選手と一緒にグラウンドに立てることです。やっぱりグラウン

ドに立って走っているのが一番好きですね。もう一つは、人との出会いです。

「人と出会うために」始めたわけではないですが、審判を始めてから様々な

人たちと出会いました。学生の若い人もいれば、人生の大先輩と呼べる人も

います。審判員だけでなく、選手やチーム役員の方とも接します。そうした

中で、様々なことに気付かされ、学んでいます。 
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① ： 石垣 雄市（いしがき ゆういち） 

② ： 29年ですが、その前に2回失効しています。 

③ ： 高校教員（おもに世界史）となり、サッカー部の顧問となったことです。検

見川高校→県立千葉高校→若松高校→県立千葉中学校・県立千葉高校

と2種で主にお世話になりました。若松高校在勤中に県リーグが始まり、1

部リーグ所属だったこともあり3級を取得し、派遣審判としての登録もしまし

た。 

④ ： 真夏、日中に社会人リーグ90分AR2本、ナイターでＫＣＹリーグ90分AR

を引き受けて、ナイターで開始早々に肉離れになったまま続けたら、ふくら

はぎが真っ黒に。シニアリーグで奥寺さんと握手できたこともダイヤモンド

サッカー世代としてはうれしかったですね。 

⑤ ： ゲームをピッチの中でみられること。審判を続けていれば大学生や社会

人となった卒業生にピッチで再会できることも。 

 

 

 

 

 
 

① ： 高木 功（たかぎ つとむ） 

② ： 5年目です。(過去1回、4級を失効経験有)2014年4級再取得、2015年3

級取得、現在に至る。 

③ ： 自身の所属チームが市の社会人リーグに登録、参加する条件に帯同審

判が必要でした。当時は周りからも取得をお願いされましたが正直、審判

はもう勘弁して！と思いました。一方でOver50の私が若い世代と一緒に選

手としてプレーするのは年々厳しくなる。そこで出来る限り長くサッカーに

関わるには！と考えた結果、審判や指導者の資格が有れば何らかの形で

サッカーに関われると考え、取得し、現在に至っております。でもまだ選手

としても現役です。 

④ ： 審判を割当てられた試合中に突然、太股裏の肉離れを発症し、『まず

い！』と思ったが痛みを感じさせない走りと笑顔とコミュニケーションで選

手、他の審判員に気づかれることなく、試合を無事終えられたこと。(試合終了後はひっそり病院直行です)。 

⑤ ：各種別の割当てを頂いており、多くの選手、チーム関係者、審判員の方々と出会いがあります。そこで人との

繋がり、見聞を多く得られることです。また、割当てられた試合の審判内容によってはその日の晩酌が美味しい

時も不味い時もあることですかね。 



Chiba Football Association Referees’ Committee     - 14 - 

 

① ： 朝倉 崇光（あさくら たかみつ) 

② ： ちゃんと資格を取ってからは、まだ4年目の小僧です。 

③ ： 息子が所属するサッカーチームの帯同審判の為。 

④ ： 学生時代、競技規則など知らずになんとなく副審をしたりしておりまし

た。4級審判を取る際に講習を受けると、サッカーをやったことが無い方

よりテストの点数が低く、「あれ？今まで何も知らずにサッカーやってき

たんだ！」と愕然としました。猛勉強して3級を取得した今でも、毎月お

世話になっているRAちばの競技規則勉強会では知らない事ばかりで、

自分まだまだだなぁと感じ、凹んでおります。 

⑤ ： 走ることは子供の頃から嫌いなのですが、幸いにもボールを蹴ってい

る時や審判活動では、全く苦もなく走れてしまいます。国内トップクラス

のレベルを誇る千葉県のサッカーを誰よりも近くで見て感じられるのは、

お金を払っても体験出来ない事ですので、怪我をしないようにしっかり

準備をし、これからも審判を続けて行きたいです。この場をお借りし、毎

月トレーニングでお世話になっております、RAちば、船橋市サッカー協会の皆さんに御礼申し上げます。 

 

① ： 小林 章浩（こばやし あきひろ） 

② ： 約5年。 

③ ： 学生時代からプレイヤーとしてやってきた中で、審判活動にも興味が

あり、社会人になったことを機にチャレンジしてみたいと思い、自ら審判委員

会の門を叩きました。 

④ ： 私がお世話になっている市川市審判委員会では毎年、シャポーカッ

プの決勝戦を担当させて頂いておりますが、2年前に副審として、昨年は主

審を担当させて頂いたことです。2年前はフクアリのピッチに初めて立ったこ

とに感動し、昨年はゲームコントロールをコントロールすることに集中していた

ため、あっという間の時間でしたがプレイヤーではできない経験をさせてもら

えたことは非常に印象に残っています。 

⑤ ： 審判の魅力を一言で言うと、「ワクワクする緊張感」だと思います。自

分がしっかりゲームをコントロールしないといけない、ミスしてはいけないとい

う感情とここがダメだったからこうやろう！こうやればうまくコントロールできる

はず！という感情を適度に感じながら、日々試合に取り組み、トライ&エラー

を繰り返すことができる環境は刺激的だと思います。変わり映えのない日々

を過ごすより、私はこれからも審判活動を通してワクワクする週末を過ごしたいと思います！ 

 

 

 

 

 

① ： 大久保浩二（おおくぼ こうじ） 

② ： 3級を取得してから2年半になります。 

③ ： 息子が地域のサッカー少年団で活動していた時に、審判の手伝いをするため

に始めました。 

④ ： 3級になりたての頃、試合前後に先輩審判員の方々から頂いたアドバイス。励

ましの言葉に助けられたこともありました。 

⑤ ： 反省点は毎回色々とありますが、選手と共にフィールドを走り、汗を流せること

が純粋に楽しいです。また、様々な世代の審判仲間や選手と知り合えることで普

段の生活圏と違った刺激を得られることも大きな魅力です。 
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① ： 郡司 裕右（ぐんじ ゆうすけ） 

② ： 2012年に4級審判取得、2018年に3級審判を所得し、今年で8年目です。 

③ ： 子供が地元のサッカークラブでお世話になる際、私もコーチをやらせていただくこと

になり、4級を取得しました。その後、子供が中学生になったのをきっかけに、同じ世代

の子供たちの試合の審判を続けたいと思い、3級を取得しました。 

④ ： 3級の昇級試験です。試験前は2ケ月間競技規則を持ち歩き、時間が空けば読ん

でいました。職場の朝礼で昇級試験を受けるという話をして自分を追い込んでしまっ

たので、合格して一安心でした。 

⑤ ： 選手達の熱いプレーを特等席で見られることです。次のプレーを予測しながら動く

ことに楽しみを感じていますが、予想外のプレーも多く3種のレベルの高さに驚かされ

ます。また、毎回責任を感じながら準備を行い試合に臨んでいますが、その緊張感も

楽しんでいます。 

 

① ： 清水 俊行（しみず としゆき） 

② ： 約10年です。 

③ ： 子供の帯同ボランティアをきっかけとし、以降自身の所属するシニア

チームやコーチで御世話になったジュニアチームの帯同、又 転勤時に

“第二審判登録”を利用した事も有りました。 

④ ： 上級レフェリーと組み私が主審の時でした、AR2（上級）の方が大声

で注意をしているのを受けて思わずゲームを止めたのですが、AR2の

反対側のタッチライン沿いに居た部外者の戦術的指示に注意を与えて

いたのでした。“俯瞰（広い視野）“の重要性を感じた印象的ゲームでし

た。 

⑤ ： フィールドと空、そして疾走感のコントラストですね。 

 

① ： 堀野 伸也（ほりの しんや） 

② ： 高校のときに、取らされました。（東京の本郷高校ってところです。もし

ＯＢの方いたらお声掛けお願いします）失効と取得を繰り返して現在に

至ります。 

③ ： アクティブに活動をさせていただいたのは、5年前からです。開始当

時は東京協会所属でした。サッカーが好き過ぎるので、選手としてだけ

でなく、何とかサッカーに貢献したいと考え、審判活動を始めました。Ｊリ

ーグを観戦することも多く、よくも悪くも試合に影響を与えることが多いと

感じて、そこに身を置きたいと考えたのもキッカケです。 

④ ： 負けた方が、下位リーグに降格するというゲームの副審を担当させて

いただいていたときに、ゴールの判定をオフサイドと判断・フラッグアッ

プして認めませんでした。双方のチームの選手が終了時に、感情を露

わにしているのを見て、自分の判断で選手の人生（大げさでなく）が掛

っていると大きな責任感を感じました。 

⑤ ： うまく試合をコントロールできたなと終了後に実感できるときです。逆に、チーム、審判団とも微妙な空気にな

ることもあり、うまくできなかったと反省することが多いです。今後も、プレイヤーズファーストを念頭において、サ

ッカーに貢献できるよう活動を続けていきたいです。 

 

  


